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5 一 致命 的 で は な い 傷 害 の 血 債 


@ 致命 的 で は な い 傷 害 が 故意 に 行わ れ た 場合 、 報 復 刑 が 科 さ れ ま す 。 
そし て 故意 で は な い 場 合 は 、 報 復 刑 で は な く 血 債 が 科 さ れ ま す 。 

@ 身体 器官 の 損失 や 創傷 な ど 、 致 命 的 で は な い 傷 害 に 関す る 血 債 に は 3 種類 あり ます : 
1 一 身体 疾 官 と その 機能 に 関す る 血 債 : 


① 人 体 に 1 つ し か 備わっ て は いな いも の : 鼻 や 舌 、 性 器 、 あ ご ひげ な どの こと で 、 こ 
れ ら に は 生命 に 対す る それ と 同様 の 血 債 が 科 さ れ ま す 。 ま た 聴覚 定 視覚 、 言 語 機能 
や 理性 、 肌 や 秦 椎 の 喪失 な ども ここ に 含ま れ ま す 。 


② 人 体 に 2 つ 備 わっ て いる も の : 眼球 や 耳 、 圧 、 過 丸 、 手 、 足 、 硝 部 、 陰唇 、 乳 房 な 
どの こと で 、 毛 方 に つき 血 債 の 半額 分 、 両 方 で 血 債 全額 が 科 さ れ ま す 。 ま た これ ら 
の 片方 の 機能 が 喪失 し た 場合 も 同様 に 血 債 の 半額 分 が 、 そ し て 両方 の 機能 共に 失わ 
れ た 場合 に は 血 債 が 全額 科 さ れ ま す 。 但 し 片目 し か な い 者 が 視力 を 奪わ れ た 場合 、 
和 料 さ れる 血 債 は 全額 で す 。 


③ 人 体 に 4 つ 備 わっ て いる も の : 左右 の 有 眼球 に 備わっ て いる 、 合計 4 つの 上 下 の ま ぶ 
た の よう な も の は 、 そ れ ぞ れ 血 債 全額 の 4 分 の 1 が 科 さ れ ま す 。 ゆ え に 左 右 ど ちら 
の まぶた を 上 下 と も 損傷 され た 場合 に は 、 血 債 全額 が 科 さ れ ま す 。 


④ 人 体 に 10 個 備わっ て いる も の : 手足 の 指 の よう な も の で 、 そ れ ぞ れ の 指 に は 血 債 
全額 の 10 分 の 1 が 科 さ れ ま す 。 ゆえ に 両手 の 指 全 て を 奪わ れ た 場合 、 血 債 は 全額 
笠 さ れ ま す 。 また 各 指 の 関節 1 つ 分 の 血 債 は 、 指 1 本 分 の 血 債 の 更に 3 分 の 1 の 額 
で 、 親指 に 限っ て は 関節 が 2 つ し か な いた め に 2 分 の 1 の 額 で す 。 尚 両手 の 指 全て 
の 機能 が 失わ れ た 場合 も 、 血 債 全額 が 科 さ れ ま す 。 


⑤ 歯 : 人 間 の 歯 は 合計 32 本 あり 、 内 前 歯 が 上 下 合わ せ て 4 本 、4 本 1 組 の 歯 も 同様 
に 4 本 、 犬 歯 も 上 下 合わ せ て 4 本 、 止 歯 が 左右 に 各 10 本 ずつ の 計 20 本 で す 。 北 
は 1 本 に つき 、 ラ クダ 5 頭 が 科 さ れ ま す 。 


@ 沿 、 以 下 の 毛 愛 類 が 全て 失わ れれ ば 、 そ れ ぞ れ に 血 債 全額 が 科 さ れ ま す : 


① 頭髪 ② あご ひげ ③ 蛋 毛 め 上 陸 毛 


ゆえ に 眉毛 片方 で あれ ば 血 債 の 半額 が 、 そ し て 4 つ あ る 各 有 上 用 毛 に は それ ぞ れ 血 
貢 の 4 分 の 1 が 科 さ れる の で す 。 


@ また 麻痺 し て いた 手 や 視覚 の な い 有 眼球 、 腐 敗 し て いた 歯 な ど を 奪わ れ た 場 
それ ぞ れ 本 来 の 血 債 額 の 83 分 の 1 が 科 さ れ ま す 。 


ー 頭 部 や それ 以外 の 部 分 の 創傷 に 関す る 血 債 : 


N 


@⑯ 絹 部 の 損傷 に は 10 種類 あり ます が 、 内 5 種類 は 評価 型 、 そ し て も うう 5 種類 は 
イス ラー ム 法 に よっ て 定め られ て いる 法定 型 で す 。 

評価 型 の 5 種類 は 以下 の 通り で す : 
① 無 出血 折 過 傷 : 表 友 が 擦り 傷 を 負い 、 人 釣 け る 類 の も の で す 。 出 血 は あり ませ ん 。 
② 小 出 血 傷 : 少量 の 出血 が 見 られ る も の で す 。 
③ 軽度 皮下 切 創 : 真 友 下部 に まで 切り 傷 や 裂傷 が 達し て いる も の 。 
④ 重度 皮下 切 創 : 友 下 組織 の 奥 に まで 創傷 が 達し て いる も の 。 


⑤ 骨膜 創 : 傷 が 骨 の 表面 に 骨膜 十 和 前 に まで 達し て いる も の 。 


@⑯ これ ら の 5 種類 の 創傷 の 血 債 は せ 、 イ スラ ー ム 法 に よっ て 定め られ て いな い 評 
価 型 で す 。 


評価 型 と は : 血 債 を 、 被 害 者 の 損傷 を 評価 検討 し て 定め る 類 の も の で す 。 例 え 
ば 奴隷 の 場合 、 彼 害 後 の 値段 と 快復 後 の 値 段 を 比較 し た 差額 が その 血 債 と な り ま 
す 。 そ の 他 の 場合 は 裁判 官 1 が 裁量 に よっ て 判断 し ます が 、 そ の 際 に は 傷害 の 程度 
と 被害 度 、 痛 み の 度 合い な ど を 考慮 に 入れ ます 。 


法定 型 の 5 種類 は 以下 の 通り で す : 
⑥ 頭骨 霞 出 創 : 頭骨 部 分 が 見 える 位 に まで 創傷 が 達する 類 の も の で す 。 血 債 は ラク ダ 
1 界 の と で す 。 その よう な 機関 が 存在 し な い 非 ム スス リム 国 や 地域 に 居 


住 する ムスリム は 、 そ こ に お ける イス ラー ム 的 権威 で ある 学者 や イマ ー ム な ど に 依拠 する こと に な り ま す 。 
ノ 


頭骨 損 人 復 創 : 頭骨 部 分 が 見 える 位 に まで 創傷 が 達し 、 
類 の も の で す 。 血 債 は ラク ダ 10 頭 分 で す 。 


骨折 や 損傷 を 及ぼ し た 


頭骨 剥 離 創 : 頭骨 部 分 が 見 える 位 に まで 創傷 が 達し 、 頭骨 の 骨折 や 損傷 及び 頭骨 
剥離 を 及ぼ し た 類 の も の で す 。 する 


脳 表 面 創 : 脳 の 表面 に まで 創傷 が 達し て いる も の 。 血 債 全額 の の 1 が 科 さ れ ま 
29.5 
脳 創 : 傷 が 脳 の 表面 下 に まで 達し て いる も の 。 同じ く 血 債 全額 の の 1 が 科 さ れ 
束 9。 


@ 絹 部 以外 の 身体 に お ける 創傷 は 、 映 体内 部 に まで 達する も の で あれ ば 血 債 全 
額 の 3 分 の 1 が 科 さ れ ま す 。 も し そこ まで に 至ら な いも の で あれ ば 、 評 価 型 と 見 
な され ます 。 


@ 生体 内 部 に まで 達する 創傷 と の 4 背部 、 胸 部 の 内 部 や 、 咽 喉 部 に 達 
し て いる も の の こと を 指し ます 。 RI の 3 分 の 1 で す 。 


骨 部 損傷 に 関す る 血 債 : 


以下 の 通り 、 骨 の 損傷 に は 血 債 が 科 さ れ ま す : 


① 


助 衣 は 提 


箇 


後に 正常 な 状態 に 快復 し た ら 、 そ の 血 債 は ラク ダ 1 頭 分 で す 。 


鎖骨 は 損傷 後に 正常 な 状態 に 快復 し た ら 、 そ の 血 債 は ラク ダ 1 頭 分 で す 。 尚 2 本 と 
も 損傷 ト 江 あう 肖 め 頭 分 た の 


上 腕骨 や 前 腕骨 、 大 腸 朋 や 下 腸 骨 な ど は それ ぞ れ 損傷 後に 正常 な 状態 に 戻っ た ら 、 
ラク ダ 2 頭 分 の 血 債 が 科 さ れ ま す 。 


上 記 の 骨 が 損傷 し た まま 元 の 状態 に 戻ら な か っ た 場合 、 血 債 は 評価 型 と な り ま す 。 
向 春 椎 に 関し て は 、 そ の 損傷 後に 快復 し な か っ た 場合 血 債 全 額 が 科 さ れ ま す 。 


上 記 以 外 の 骨 に 関し て は 決め られ た 法定 額 は な く 、 全 て 評価 型 扱い と な り ま す 。 


@ 第 填 者 は 加害 者 に 対し 、 血 債 の 代わ り に 治療 費 を 請求 する 権利 を 有 し ませ ん 。 そ の 人 額 が 
治療 費 に 比 し て 多 か ろ うと 少な か ろう と イス ラー ム 法 で 定め られ た 通り の 血 債 を 受領 し 、 
アデ アッ ラー と その 使徒 の 裁断 に 満足 する よう に 努め る の で す 。 


⑯ 上 記 の 法規 定 に 関し て 、 以 下 の よ うな 伝承 が あり ます : 


クー ツク ルー ジン ババ の か の の マツ ドッ クシ ジッ アグ の ルッ クツ パパ バム べ の 人 の 魚の 6 。、 そし 
て 彼 の 父 が その 父 か ら 語 る と ころ に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は イエ メン の 民 に 遺産 相続 法 と スン プ 2、 血 債 に 関す る 法規 定 を 記 し て 送り まし た : そし て 
MM よ 、 こ う あ り ま し た :「・・・ そ し て 生命 に 対す る 血 債 は 100 頭 の ラク ダ 、 鼻 は 完 

に 切断 され た ら (同様 に RE も 血 債 全額 、 上 下 の 大 両方 で 
人 AI に も 血 債 全額 、 奪 椎 に 00 
債 全額 、 足 1 本 で 血 債 全額 の 半分 、 脳 表面 創 に は 血 債 全額 の 3 分 の 1、 身体 内 部 に まで 達 す 
る 創傷 に は 血 債 全額 の 3 分 の 1、 頭 骨 剥 離 創 に は ラク ダ 15 頭 で あ る 。 

また 手足 の 指 は 1 本 に つき ラク ダ 10 頭 、 歯 に は (1 本 に つき ) ラク ダ 5 頭 、 NM 
に も ラク ダ 5 頭 で ある 。 そ し て 男性 は 女性 (を 故意 に 殺害 し た ら 、 報 復 刑 ) に よっ て 殺 
hG0he 間 2NNNP 
出来 る 。」 (アンテ ナ サ ー イ ー と デア デ ッ テ ダ ー リ ミー の 伝承 9 
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@ 尻 人 性 の 血 債 額 に 関し て : 


女性 の 血 債 額 は 過 矢 の 殺人 の 場合 、 田 性 の 半額 で す 。 こ れ は 映 体 笑 官 の 損失 や 損傷 の 血 
債 に 関し て も 同様 で 、 Ph 計 麗 ます し 





シュ ライ フ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ウ マル か ら 遺 わ さ れ て 来 た ウ 
RI に お け 
る 血 債 ) は 、 歯 と 頭骨 露出 創 に お いて 同等 で す 。 し か し それ 以上 の も の に 関し て は 、 女 性 
AN の 量 で す 。"」( イ ブン ・ ア ビー・ シ ャ イ バ の 伝承 9 


2 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 や 、 彼 の 認証 し た こと 、 及 び 彼 の 
性 質 的 ・ 形 質 的 諸 特 徴 の こと 。 ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏 肛 す る べき で ある と され て いま す 。 
NAKN ボウ ッッ グン 才 の 因 こ / と 888)、 グン シン ッ ゲタ ーー クー リグ (027706 7 ルレ ウー ツク 
アウ ルー リール の 202) チア ュ ア ルー ンプ や の ウ /342) % 湖 昌 の 6 と と 。 
4 イプ ン ・ ア ビー・ シ ャ イ バ (27487)。 イ ル ワ ー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (2250) 参照 の こと 。 
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